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11月は労働時間適正化月間です

��������分
会
監
査
中
の
週
末
は

２
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
た
◆
ま
ず
は
佐
賀

で
開
催
さ
れ
た
熱
気
球
大

会
。
今
回
は
世
界
選
手
権

で
期
間
も
長
か
っ
た
の
で

数
日
予
定
を
し
て
い
た
が
、

最
終
日
前
日
の
夜
間
係
留

に
は
参
加
で
き
た
。
午
後

の
部
は
会
場
内
か
ら
飛
び

立
つ
競
技
だ
っ
た
の
で
、

間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き

た
。
一
斉
に
空
に
舞
い
上

が
る
熱
気
球
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
夜
間
に
輝
く
バ

ー
ナ
ー
に
映
え
る
バ
ル
ー

ン
は
と
て
も
き
れ
い
だ
っ

た
◆
翌
週
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
福
岡
マ
ラ
ソ
ン
。

大
会
前
日
は
参
加
賞
の
配

布
を
し
な
が
ら

｢

が
ん
ば

っ
て｣

と
声
を
か
け
た
。

当
日
は
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

会
場
で
、
記
録
証
交
付
後

の
荷
物
・
着
替
え
場
所
へ

の
誘
導
を
行
な
っ
た
。
完

走
し
た
ラ
ン
ナ
ー
の
表
情

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、

達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
の
よ

う
だ
っ
た
。
来
年
も
こ
の

時
期
は
会
場
に
い
る
こ
と

だ
ろ
う
。(

石
野

正
一)
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11月は､ 退職者の会の総
会が各地区で開催され､ 出
席をさせていただいている
が､ 宮崎の現役組合員数は
最盛期の５分の１くらいに
減っており､ それに比べて
退職者の会会員は現職の２
倍になっている､ という話
をあいさつの中ですると､
けっこう驚かれる｡
一方で､ 総会の出席者を
見れば高齢の会員が多く､
新しい会員が見受けられな
い総会も多い｡ 退職者の会
の皆さんからは､ 会員は増
えても活動への参加者は増
えていないとも聞く｡ その
ことは結果として､ 政治活
動等に大きく影響している
のではないかとの危機感も

あり､ 次代につなぐという
ことは､ 若い世代だけでは
なく退職後の活動への関わ
り方も強く意識しなければ
ならないと思う｡
現在､ 今年度末退職に伴
う短期人員政策論議を行な
っており､ 来春には分会の
退職者説明会も予定してい
るが､ 退職者の課題は､ 事
業運営のみならず､ 生涯に
わたる暮らしや､ 組合運動
に大きく関わってくること
を再認識する必要がある｡
さまざまな場で退職者の会
と連携し､ 将来を見据えた
｢現退一致｣ の活動に取り
組んでいかなければならな
い｡

�������� 11
月
17
日

(

木)

、
第
６
回
分
会
長

(

拡
大
・
Ｔ
Ｖ)

会
議
を
開
催
し
、

上
部
段
階
の
各
種
会
議
の
報
告
、
な
ら
び
に

｢

熊
本
地
震
支
援
カ
ン
パ｣

の
具
体
的
な
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
認
識
を
合
わ
せ
た
。

�������
副
委
員
長(

宮
崎
エ
リ
ア)

����
は
じ
め
に
、
総
支
部
・

田
畑
委
員
長
は
、
①
２
０

１
７
春
闘
に
向
け
た
取
り

組
み
、
②
国
会
情
勢
、
③

中
間
自
治
体
選
挙
の
取
り

組
み

な
ど
に
触
れ
あ

い
さ
つ
し
た
。

続
い
て
総
支
部
よ
り
、

①
第
４
回
総
支
部
事
務
局

長
会
議
、
②
第
６
回
総
支

部
委
員
長
会
議

な
ど

の
報
告
を
行
な
っ
た
。

質
疑
で
は
、｢

Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
グ
ル
ー
プ
に
お
け

る『

飛
躍
の
ス
テ
ー
ジ
へ』

に
向
け
た
事
業
運
営
の
見

直
し
・
強
化
に
つ
い
て｣

の
取
り
組
み
に
あ
た
り
、

施
策
の
内
容
や
今
後
の
論

議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、

職
場
と
の
情
報
共
有
の
あ

り
方
を
ど
う
す
べ
き
か
、

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、

総
支
部
よ
り
、
具
体
的
に

は
会
社
か
ら
の
提
案
を
受

け
論
議
す
る
こ
と
と
な
る

が
、
西
本
部
労
使
間
に
お

け
る
提
案
お
よ
び
解
明
な

ど
、
現
時
点
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

職
場
組
合
員
へ
の
情
報
共

有
を
お
願
い
す
る
、
と
の

見
解
を
示
し
認
識
を
合
わ

せ
た
。

議
題
で
は
、
①

｢

熊
本

地
震
支
援
カ
ン
パ｣

の
具

体
的
な
取
り
組
み
、
②
総

支
部
ｆ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
ラ
リ
ー

の
実
施

な
ど
に
つ
い

て
提
起
し
、
全
体
で
意
思

統
一
を
図
っ
た
。

特
に

｢

熊
本
地
震
支
援

カ
ン
パ｣

の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
中
央
本
部
の

配
分
委
員
会
に
お
け
る
決

定
に
基
づ
き
、
被
災
さ
れ

た
組
合
員
・
退
職
者
の
会

会
員
お
よ
び
社
員
等
に
対

被
災
地
の
復
興
・
再
生

は
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

あ
り
、
総
支
部
は
、
被
災

す
る
生
活
支
援
の
一

助
と
し
て
、
全
国
の

仲
間
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
善
意
を
直
接
手
渡

し
で
配
布
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
る
こ

と
に
つ
い
て
提
起
し

認
識
を
合
わ
せ
た
。

退
職
者
の
会
会
員

を
含
め
被
災
さ
れ
た

方
全
員
に
手
渡
し
で

配
布
す
る
に
は
、
多

く
の
時
間
を
要
す
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
が
、

現
退
一
致
の
取
り
組

み
に
よ
り
促
進
す
る
。

地
の
１
日
も

早
い
復
興
・

再
生
を
願
い
、

｢

熊
本
地
震

支
援
カ
ン
パ｣

の
取
り
組
み

を
は
じ
め
、

被
災
さ
れ
た

組
合
員
・
社

員
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
つ

つ
、
被
災
地

に
寄
り
添
っ

た
支
援
活
動

を
今
後
も
積

極
的
に
展
開

し
て
い
く
。
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職場は､ 久留米
フィールドサービ
スセンタで所内を
担当しています｡
趣味は､ ｢パソ

コン｣ と ｢機械い
じり｣ です｡ パソ
コンに興味を持ち
始めたのは､ 以前
勤めていた会社で
携わった業務がきっ
かけです｡ という
のも､ 主な仕事が､ パソコン
の開発・評価に関わる業務に
なってしまったからです｡
最初は､ 相手が何を言って
いるのか､ パソコンがなぜ思
い通りに動いてくれないのか､
わからないことばかりでした｡
それでも､ 休日にパソコンシ
ョップの店員さんに話を聞い
てみたり､ 業務でのやり取り
を重ねていく中で､ 少しずつ
知識・スキルを高めていきま
した｡ そして､ 今ではパーツ

を自分で選び､ パソコンを組
み立てられるくらいになりま
した｡
そういうこともあって､ 他
の人より少しだけパソコン関
係に詳しいだろうと､ 現在は
久留米ラインマンセンタのＬ
ＡＮ管理業務を任されていま
す｡ さらなるスキルアップを
図るよう日々がんばっていま
す｡

(久留米分会 江崎 雅昭)

業務に励む江崎さん
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� �� �� ��
鹿児島県西之表市長選������� � �� ��
北九州市議選(小倉北区)������� �� �� �
熊本県大津町議選������
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(組織内)

(組織重点)

(組織重点)

候補者全員の当選に向け､ 組合員の皆さまの絶大

なるご支援をお願いします｡
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